外来・通所　カンファレンス記録
	平成21年　4月　15日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　上野　葉子　　記録　木村　裕美
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	下舘
	兵藤
	服部
	木村
	上野
	中居
	川井
	山田（沙）
	山田（万）
	佐々木
	竹内

	○
	○
	業務
	○
	○
	業務
	○
	○
	育休
	○
	業務

	谷藤
	田中

	業務
	業務


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 5/12　13：30～東北厚生局の適時調査あり。記録内容など全て確認しておく事。

· 本日、奨励金の支給あり。14：30～新人対象とした研修実施予定。

· 明日から青陽館日勤スタッフの駐車場所が変更となる。青陽館の鍵置き場に、車の鍵用箱を準備するので、鍵を預けておく事。

· 明日からローテーション研修あり。

4/16・17～富沢美智子さん　　　　　5/1・2　～橋本綾花さん

4/16・23～沼畑みさとさん　　　　　5/7・8　～白川千春さん

4/16　　～長谷川雄一さん　　　　　5/11・12～小笠原麻衣さん

　　　　　小向達也さん　　　　　　5/13・14～戸賀沢真貴子さん

4/22・23～中野留美子さん

4/23・24～天間愛美さん

＜業務改善＞

· 青陽館に配置されている丸椅子のシールの貼り直し作業実施中。

· 生活指導室の棚整理を実施中。箱が不足している為、自宅にある方は持参するよう依頼中。

· 浴室に浴槽用ゴミ取りを設置。浴槽の汚れが気になる時には使用する事。

＜外来患者様情報＞

· 岩織　由美子様～青山荘スタッフに褒められたと報告。4/22に2週間分の処方を希望。4/18から

自宅へ外泊予定との事。買い物はレジを通して行う事が出来ていると話す。

· 袴田　隆裕　様～人ごみで動悸がすることがあったと報告。担当医から安定剤は必ず服用するよう

説明あり。仕事は休まずに行けていると話し、調子が悪い時には3時間にして

もらうなど調整していると話す。

· 繁名　和恵　様～市販の点眼薬を使用してから目が重い気がすると訴えあり、サンコバ点眼薬処方

希望あり。睡眠はとることが出来ているとの事。

· 本多　富美　様～ぼんやりとした様子あり。食欲が無く、食後嘔吐することがあるとの事。熱っぽ

さも訴えあり、エンシュアリキッド7日分処方となっている。

· 板橋　利美　様～睡眠はとることが出来るようになっているとの事。足は徐々に悪化していると

話し、階段の昇降が辛いと訴える。

· 豊川　明男　様～4/17～19まで歯科受診し抜歯予定との事。1日120本ほどの抜け毛があると話す

が、「抜け毛は仕方ないと思えるようになった」と話す。

· 遠藤　里菜　様～「今日は落ち着いて過ごす事が出来るような気がする」と話しており、イライラ

は少しあるが他者へ叫ぶ事はないとの事。

· 高柳　和子　様～気になることがあると話すが、以前より役員の仕事も楽に感じるようになった

との事。

· 我満　奈津紀様～娘様同行受診しており、娘様が学校へ行けない事について相談あり。日中は布団

に入っており、引きこもりにならないか気になると話す。担当医からは引きこもりとはならない事を説明し、うみねこ学級を勧めている。また、奈津紀様の交際相手との関係も影響していると考えられる事を説明し、交際相手と娘様の関係について考えるよう伝えている。

· 駒木　学　　様～左耳の裏は改善してきている事を説明。傷は幻聴と関係ないことを伝えている。

幻聴は、一人で居る時やテレビを見ているときにはあるが、お母様宅や映画を

見ているときには無いとの事。幻聴についてはひどい様であれば入院も検討する事を説明している。

· 村上　元道　様～体重増加傾向にあるとの事で、週1回の体重測定を行うよう説明あり。幸房

スタッフが変わり、仕事内容も変化があることからうみねこ幸房利用日を変更したいと希望あり。本人は火・水・金曜日に幸房利用したいと話す為、利用日の

変更は担当スタッフと相談して決めてよいと許可あり。

· 下口　政子　様～咳が治らないと訴えあるが、漢方薬服用後少し楽になったと話す。4/29はデイ

ケアを休むとの事。

· 菅野　勝利　様～膝の痛みはまだあるとの事。

· 平　　京子　様～左眼の出血見られ、大島眼科受診してきたと報告される。昨日疲労感があったが

デイケアを欠席せずに利用したからかな？と原因について話される。

· 番沢　政勝　様～昨日頭痛があったが今日は治まったとの事。痛みが継続するようであればスタッ

フへ伝えるよう説明している。

· 神山　和典　様～うみねこ幸房で弁当の配達を行っているが、慣れないと話す。体重81.4kgあり、

採血の結果中性脂肪も199と高値。揚げ物などの油を多く含むものは控えるよう説明している。

· 秋山　和子　様～「鼻水が治らない」と訴えあり漢方薬処方となっている。

· 溝越　キク　様～体重69.8kg。栄養指導実施している。息子様から指摘され水道代の節約に成功

したと報告されている。

· 中村　鶴子　様～倦怠感があったが、ゆっくりと休む事で改善したとの事。

· 田名部　浩平様～体重81.2kg。受診時にむつ食品のおにぎりを持参している。

· 川口　尚良　様～天候不良時には肩が張ると訴える。ＡＡでノンアルコールビールの話題になり、

飲まない方がよいと結論が出たとの事。

· 袴田　淑子　様～腹痛は改善したとの事。排便は2日程無いことがあったが、その後からは排便

あるとの事。今週姉宅へ外泊に行く予定との事。

· 松川　順子　様～頭がボーっとして痛いことがあったと話す。葛根湯2日分処方となり、改善しな

い時には金曜日に受診するよう説明あり。

· 高橋　幸雄　様～仕事を探していたら、他者から幸房に誘われたと訴えあり担当医へ相談。担当医

より許可あり、本人は火・金曜日に幸房利用したいと話す。本日、うみねこ幸房について説明受け、今週中にお母様同伴で見学を行う事としている。

· 淡路　智恵子様～鎮痛剤を1週間で1回使用したと報告あり。グループホームでは外で喫煙して

おり虫に刺されたと話され、デルモベート処方となっている。

＜利用者様情報＞

· 平　　京子　様～左眼球内側に内出血あり。昨晩までは出血していなかったが今朝確認した際に

内出血があったとの事。症状はないと話しており、明日眼科受診をすると話すが、本日中に眼科受診するよう説明し受診している。

⇒青山荘へは情報提供済み。本人が受診から戻ったら結果について確認していく。

· 我満　奈津紀様～昨日の午後より相談の為デイケア来所。娘様が登校拒否の為自宅におり、自宅か

ら全く出ようとしないとの事。娘様にカウンセリングを受けさせたいとの事で、来所前に外来受付を済ませて来たと話す。

本日も本人来所しているが、ぼんやりとした様子が著明でスタッフの声掛けも気が付かない様子あり。「（娘様の対応を）どうしてよいか分からない」と話し、考えていると泣きそうになると訴える。青明舎へ相談しようと思ったが、面識のないスタッフばかりであった為、相談を迷っているとの事でデイケアスタッフへ相談あり。本人の話し方に切羽詰った様子あり。

⇒青明舎スタッフへ連絡し、本日午後より本人宅へ訪問して頂く事としている。本人へは何かあった際には、いつでもスタッフへ相談して頂きたい事を説明している。

· 袴田　隆裕　様～断薬していた件については自分から担当医へ相談し、服用するよう説明受けて

から継続した服用をすることが出来ているとの事。断薬していた期間は、人ごみで動悸がすることがあったが、そのような症状はなくなったと話す。服用再開後より倦怠感があると訴え、「薬を減らそうかな」とつぶやいている事あり。現在の状態として、仕事の制限やお兄様の件でイライラすると訴え、以前は親しい友人と会う事でイライラを発散していたが、今は会いたくない１人で考えたいと感じているとの事。

⇒内服については自己調整しないように説明し、一人で抱え込ますに相談する

よう伝えている。

· 鈴木　知子　様～昨日見学の為来所しているが、「皆に嫌がられているのではないか」「迷惑を

掛けているのではないか」と来所への不安を訴える。次回17日外来でスタッフと待ち合わせて見学する事としているが、本人から「30分居れたら良い方かな」との発言あり。

· 田中　一　　様～本日午後より、青明舎スタッフ付き添いで西郵便局へ転送手続きに出かける事と

している。昨日は、手続きの事を考えて睡眠をとることが出来なかったと報告

しており、「間違ったらどうしよう」と不安を訴えている。

· 大久保　康弘様～オーディオ購入の件について関係機関へ情報提供している。本人が購入を目的と

して貯めたお金であれば構わない事とし、購入可能であることを説明している。

⇒購入後間もない物であれば、保障期間内であるため修理も可能である事を本人へ説明する。

· 田中　正士　様～両大腿の痛みを訴えており、床からの起き上がりや歩行での移動時に歩行困難な

様子あり。エレベーターの使用を促すが拒否し、階段での移動を行っている。

· 関　　秀治　様～青明舎スタッフからパンションでの仕事を継続できると説明を受けたと報告

あり、「安心しました」と話される。

＜勉強会＞

緊急対応について①
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スタッフからSGM（JGM）へ医師の指示、対応
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SGM（JGM）からAOMへ医師の指示、対応とそ

の後の利用者様の状態を報告をする。必要に

応じ医療事故対策委員長へ報告（詳細は添付

１参照）。Wizメールで報告。

・スタッフは、対処対応する。

・必要に応じWizメールで報告

　スタッフにて対応 　　医師への報告が

　できるケース 　　必要なケース

・SGM（JGM)はスタッフへ対応に
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SGM（JGM）は医師へ上申する前にAOMへ報告指示を仰ぐ SGM（JGM）は医師への報告指示を仰ぐ

AOMはSGM（JGM)の報告を受け判断、指示する

SGM（JGM）は医師から指示受け内容を通所
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日中報告フロー

利用者様状態変化

8:00～17:00

SGMへ報告（SGM現場不在時はJGM）、SGM（JGM）は現場確認

緊急対応の流れ（報告手順マニュアル参照）

１）最低限の観察項目

　①状況判断を行う

　　・生死（意識の有無）

　　・呼吸の有無

　　・脈拍の有無

　　・対象者の既往から考えられる事（高血圧・糖尿病など）

　　・周囲の状況から考えられる事（食事中⇒誤飲、入浴中⇒溺水、転倒など）

　　

　②対応・処置

　　・状態変化を発見⇒応援要請・状況報告（SGM・JGM・AOM・日直医・当直医など）

　　　　意識の無い場合にはまず応援要請。応援がきたら､物品や報告の指示を明確に行う。

　　・気道確保・心肺蘇生法の実施

　　　　呼吸が無い・努力呼吸の場合には気道を確保。

　　　　⇒努力呼吸とはどのような状態をいうのか？

　　　　脈拍の確認が出来ない場合には心肺蘇生法の実施。

　　・バイタルサインの測定、記録

　　　　体温・血圧・脈拍・呼吸状態の確認

　　　　記録は経時的に行う










